
平成３０年度第３回県政参画電子アンケート 

「発達障がい」に関するアンケート 

結果概要 

 

 

 

１ 調査概要 

〇テーマ     発達障がいに関するアンケート 

〇実施期間   平成３０年７月１２日(木)～７月２４日(火) 

〇対象      県政参画電子アンケート会員  ９２２名 

〇回答数    ７４３名(回答率 ８０．５％) 

 

 

２ 目的・概要 

 発達障がいの認知度やとらえ方、県からの情報発信についてうかがうことで、発達

障がいに対する一般的なイメージや、情報発信の効果を把握し、今後の県の施策の

方向性を決める基礎資料として活用するために実施しました。 

 

 

[問１]あなたは「発達障がい」という言葉を聞いたことがありますか。  

１ 聞いたことがあ

り、よく知っている  
  364人 49% 

 

２ 聞いたことがあ

るが、あまり知ら

ない  

  351人 47.2% 
 

３ 聞いたことがな

い(※問８へ）  
  19人 2.6% 

 

 

 

 

 

 

[問２]あなたが初めて「発達障がい」という言葉を聞いたのはおよそいつ頃ですか。  

１ １年以内    31人 4.2% 
 

２ ２年～５年以

内  
  169人 22.7% 

 

３ ６年～１０年以

内  
  196人 26.4% 

 

４ １０年以上前に

聞いた  
  229人 30.8% 

 

５ 覚えていない    92人 12.4% 
  



 

[問３]あなたが初めて「発達障がい」という言葉を聞いたのはどのような機会を通してですか。  

１ テレビ    188人 25.3% 
 

２ 新聞    45人 6.1% 
 

３ インターネット    56人 7.5% 
 

４ 公的機関が発

行するリーフレット

等  

  35人 4.7% 
 

５ 家族や知り合

い  
  124人 16.7% 

 

６ 学校等の授業    68人 9.2% 
 

７ 職場等の研修    48人 6.5% 
 

８ 覚えていない    118人 15.9% 
 

９ その他    35人 4.7% 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[問４]あなたは発達障がいのある方と接する機会がどのくらいありますか。  

１ よく接している    107人 14.4% 
 

２ たまに接してい

る  
  164人 22.1% 

 

３ ほとんど接した

ことがないが、何

回か接したことが

ある  

  299人 40.2% 
 

４ 全く接したこと

がない  
  146人 19.7% 

 

 



 

[問５]発達障がいについて、あなたのとらえ方に近いものを選んでください。(複数選択可）  

１ ストレスによっ

て起こるものであ

る  

  48人 6.5% 
 

２ 親の関わり方

(しつけ)など、育っ

てきた家庭環境に

よって起こるもの

である  

  93人 12.5% 
 

３ 生まれつきの

脳機能の障がい

である  

  577人 77.7% 
 

４ 本人の努力に

よって克服すべき

ものである  

  12人 1.6% 
 

５ 本人の個性の

１つであり、その

個性を受け入れる

社会環境を整える

ことが必要である  

  430人 57.9% 
 

６ そもそも障がい

ではなく、他の人

と変わりはない  

  63人 8.5% 
 

７ 分からない    42人 5.7% 
 

８ その他    9人 1.2% 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

[問６]次のうち、概ねの特性を知っているものを選択してください。(複数選択可） 

※カッコ内の言葉でも可  

１ 自閉症スペクト

ラム障害(ＡＳＤ，自

閉症、高機能自閉

症、広汎性発達障

害、アスペルガー

症候群を含む)  

  535人 72% 
 

２ 注意欠陥多動

性障害(ＡＤ/ＨＤ，

注意欠如・多動性

障害を含む）  

  524人 70.5% 
 

３ 学習障害(ＬＤ，

読字障害、書字障

害、算数障害、ディ

スレクシアを含む）  

  499人 67.2% 
 

４ 発達性協調運

動障害(ＤＣＤを含

む）  

  130人 17.5% 
 

５ トゥレット症候群

(チック症を含む）  
  135人 18.2% 

 

６ 吃音症(小児期

発症流暢症を含

む）  

  277人 37.3% 
 

７ 選択性かん黙

(場面かん黙を含

む)  

  110人 14.8% 
 

８ どれも知らない    65人 8.7% 
 

８ どれも聞いたこ

とがない  
 0人 0%  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

[問７]もしあなたの職場や学校、地域に発達障がいのある方がいた場合、あなたは適切な関わり 

方ができると思いますか。  

１ よくできると思

う  
  42人 5.7% 

 

２ 少しできると思

う  
  358人 48.2% 

 

３ あまりできない

と思う  
  283人 38.1% 

 

４ 全くできないと

思う  
  35人 4.7% 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[問８]あなたは鳥取県発達障がい啓発推進キャラクターの「シロウクマ先生」を知っていますか。  

１ 知っている    63人 8.5% 
 

２ 知らない    673人 90.6% 
  

 

 

 

 

 

 

 

[問９]鳥取県が発達障がいの理解啓発のために発行しているシロウクマ先生のリーフレット、 

ハンドブック、ＤＶＤのうち、見たことがあるものを選択してください。(複数選択可）  

１ リーフレット    73人 9.8% 
 

２ ハンドブック    34人 4.6% 
 

３ ＤＶＤ(インター

ネットで公開され

ている映像を含

む)  

  14人 1.9% 
 

４ どれも見たこと

がない(※問１２

へ）  

  653人 87.9% 
 

 



 

[問１０]問９で<１>を含む回答をされた方にお聞きします。リーフレットはどのような機会に見まし 

たか。  

１ 学校や職場な

どを通して配布さ

れたものを見た  

  60人 8.1% 
 

２ デパートやイベ

ントなどの街角で

配布されたものを

見た  

  5人 0.7% 
 

３ 公的機関や医

療機関、コンビニ

エンスストアなど

に置かれているも

のを見た  

  29人 3.9% 
 

４ インターネット

のホームページで

見た  

  10人 1.3% 
 

５ その他    4人 0.5% 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[問１１]問９で<１>を含む回答をされた方にお聞きします。リーフレットの内容はどの程度覚えて 

いますか。  

１ よく覚えている    17人 2.3% 
 

２ 少し覚えてい

る  
  39人 5.2% 

 

３ あまり覚えてい

ない  
  17人 2.3% 

 

４ 全く覚えていな

い  
  11人 1.5% 

 

 



 

[問１２]あなたは毎年４月２日の「世界自閉症啓発デー」と、４月２日～８日の「発達障害啓発週間」 

を知っていますか。  

１ どちらも知って

いる  
  65人 8.7% 

 

２ 世界自閉症啓

発デーのみ知って

いる  

  71人 9.6% 
 

３ 発達障害啓発

週間のみ知ってい

る  

  19人 2.6% 
 

４ どちらも知らな

い  
  577人 77.7% 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[問１３]鳥取県が発達障がいの理解啓発のために平成２９年度から世界自閉症啓発デーと発 

達障害啓発週間にイベントを実施していることを知っていますか。 

(仁風閣やイオンモールでのブルーライトアップイベント、発達障がいのピアニストの講演会など）  

１ 知っており、実

際にイベントに参

加した  

  6人 0.8% 
 

２ 知っているが、

イベントには参加

していない  

  129人 17.4% 
 

３ 知らない(※問

１５へ)  
  598人 80.5% 

 

 



 

 

[問１４]問１３で<１，２>と答えられた方にお聞きします。どのような機会に知りましたか。 

                                              (複数選択可）  

１ 新聞で知った    55人 7.4% 
 

２ テレビで知っ

た  
  35人 4.7% 

 

３ 県政だよりや、

市町村の広報誌

で知った  

  77人 10.4% 
 

４ インターネット

のホームページで

知った  

  17人 2.3% 
 

５ ＳＮＳで知った    8人 1.1% 
 

６ 家族や知人な

どから聞いて知っ

た  

  13人 1.7% 
 

７ その他    11人 1.5% 
  

 

 

 

[問１５]県が行う発達障がいの情報発信について、今後どのような方法で行うことが望ましいと 

      考えますか。(３つまで複数選択可）  

 

１ リーフレットな

どの印刷物の配

布  

  239人 32.2% 
 

２ インターネット

(ＳＮＳ，ブログ、ホ

ームページなど）  

  233人 31.4% 
 

３ テレビコマーシ

ャルやテレビ番組  
  340人 45.8% 

 

４ 新聞、雑誌など

の広報欄  
  310人 41.7% 

 

５ イベント実施    160人 21.5% 
 

６ 学校、職場、地

域などでの講演会

の実施  

  344人 46.3% 
 

７ その他    17人 2.3% 
  



 

 

・属性 

 

性別  

男性    324人 43.6% 
 

女性    419人 56.4% 
  

 

 

 

・年齢  

１ １０歳代    18人 2% 
 

２ ２０歳代    66人 9% 
 

３ ３０歳代    156人 21% 
 

４ ４０歳代    199人 27% 
 

５ ５０歳代    145人 20% 
 

６ ６０歳代    106人 14% 
 

７ ７０歳代以上    53人 7% 
  

 

 

 

 

・地区別  

１ 東部地区    359人 48.3% 
 

２ 中部地区    119人 16.0% 
 

３ 西部地区    260人 35.0% 
 

４ 県外    5人 0.7% 
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 



・市町村  

１ 鳥取市    328人 44.1% 
 

２ 米子市    175人 23.5% 
 

３ 倉吉市    58人 7.8% 
 

４ 境港市    34人 4.5% 
 

５ 岩美町    10人 1.3% 
 

６ 若桜町    2人 0.3% 
 

７ 智頭町    2人 0.3% 
 

８ 八頭町    17人 2.3% 
 

９ 三朝町    5人 0.7% 
 

１０ 湯梨浜町    24人 3.2% 
 

１１ 琴浦町    19人 2.6% 
 

１２ 北栄町    13人 1.7% 
 

１３ 日吉津村    5人 0.7% 
 

１４ 大山町    16人 2.2% 
 

１５ 南部町    9人 1.2% 
 

１６ 伯耆町    9人 1.2% 
 

１７ 日南町    6人 0.8% 
 

１８ 日野町    3人 0.4% 
 

１９ 江府町    3人 0.4% 
 

２０ 県外    5人 0.7% 
 

 

 

 

 

 

 

 


